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【１】ライブラリー 

１．ライブラリー名 

×××××ＬＩＢ× 

用途識別 

業務識別 

 

・用途識別（１つのライブラリーで全てのオブジェクトを管理する場合は使用しない） 

Ｓ・・ソース 

Ｐ・・プログラム、画面ファイル、印刷ファイル等 

Ｆ・・データベース 

Ｊ・・ジャーナル 

・業務識別 

３～５文字の範囲で識別できるよう工夫する 

 

２．各ライブラリーの内容 

・ソースファイルライブラリー 

×××ＬＩＢＳ 

ＱＲＰＧＳＲＣ・・ＲＰＧ 

ＱＤＤＳＳＲＣ・・ＰＦ、ＬＦ、ＤＳＰＦ、ＰＲＴＦ 

ＱＣＬＳＲＣ・・ＣＬＰ 

ＱＣＭＤＳＲＣ・・ＣＭＤ 

・プログラムライブラリー 

×××ＬＩＢＰ 

ＲＰＧ，ＣＬＰ，ＤＳＰＦ，ＰＲＴＦ，ＣＭＤ， 

ＤＦＵ，ＱＵＥＲＹ，ＯＵＴＱ，ＪＯＢＤ，ＭＥＮＵ 

・データベースライブラリー 

×××ＬＩＢＦ 

ＰＦ，ＬＦ，ＤＴＡＡＲＡ 

・ジャーナルライブラリー 

×××ＬＩＢＪ 

ＪＲＮ，ＪＲＮＲＣＶ 

 

【２】データベースファイル 

１．ファイル名 

×××××××× 

ファイル種別 

ファイル略称 

ファイル区分 

・ファイル種別（１～２桁） 

Ｐ・・物理ファイル 

Ｌ×・・論理ファイル（Ｌ１～ＬＺ，Ｍ×，Ｎ×，Ｏ×） 

Ｒ×・・複数様式論理ファイル（Ｒ１～ＲＺ） 

Ｊ×・・結合論理ファイル（Ｊ１～ＪＺ） 

・ファイル略称（３～５桁） 

原則として日本語名称のローマ字読みの頭５文字を使用する 

文字列から日本語名称を類推できるよう工夫する 

・ファイル区分（１桁） 

Ｃ・・通信 

Ｍ・・マスター 

Ｊ・・実績 

Ｒ・・履歴 

Ｔ・・トランザクション 

Ｗ・・ワークファイル 
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特定のプログラムでのみ使用するワークファイル・・Ｗ＋プログラムＩＤ＋Ｐ 

 

 

 

・ネーミング例 

ＣＪＵＣＨＵＰ・・受注受信データ 

ＣＳＹＵＫＡＰ・・出荷送信データ 

ＭＣＮＳＴ×Ｐ・・コンスタントファイル 

ＭＣＮＴＲ×Ｐ・・コントロールファイル 

ＭＭＳＧＰ・・メッセージファイル 

ＭＣＡＬＥＮＰ・・カレンダーファイル 

ＭＴＡＮＴＯＰ・・担当者マスター 

ＭＨＩＮＭＯＰ・・品目マスター 

ＭＳＩＩＲＥＰ・・仕入先マスター 

ＭＳＩＨＩＮＰ・・仕入先品目マスター 

ＭＴＯＫＵＩＰ・・得意先マスター 

ＭＳＯＳＩＫＰ・・組織マスター 

ＭＢＵＫＡＰ・・部課マスター 

 

２．レコード様式名 

××××××Ｒ 

ファイル略称 

ファイル区分 

 

３．フィールド名 

×××××× 

意味のある名前 

原則としてファイル略称の頭３桁 

 

４．データエリア 

×××××× 

意味のある名前 

 

５．データベースファイル設計上の留意点 

・物理ファイルの設計に当たっては、データ項目間の関連性が冗長でなくかつデータの纏まりとして意味を失

わないように十分に分析する（正規化） 

・物理ファイルには、主キー及びＵＮＩＱＵＥの有無を設定する 

・物理ファイル作成時にパラメータの設定を省略時以外の値に変更する場合は、その旨を必ずソース上に特

記事項として記述しておく 

・作成日、作成時刻、作成ＷＳ、更新日、更新時刻、更新ＷＳを必ず設定する 

・データ項目のＣＯＬＨＤＧは、ひとつだけ設定する 

・データ項目がフラグの場合は、属性を１Ａとし‘０’‘１’のみを使用する 

・データ項目がフラグもしくは区分の場合は、その内容をＴＥＸＴで記述する 

（ＴＥＸＴで記述できる量でない場合は、必ず別途書面に記述する） 

・データ項目がコードもしくは伝票№・受注№の類いの場合は、属性をＡとする 

・データ項目が日付の場合は、８Ｓ０とする 

・データ項目が時刻の場合は、６Ｓ０とする 

・複数様式・結合各論理ファイルは、できるだけ使用しない 

 

 

 

 

 

ＭＺＡＩＫＯＰ・・在庫マスター 

ＪＪＵＣＨＵＰ・・受注実績ファイル 

ＪＨＡＴＣＨＰ・・発注実績ファイル 

ＲＪＵＣＨＵＰ・・受注履歴ファイル 

ＲＨＡＴＣＨＰ・・発注履歴ファイル 

ＴＪＵＣＨＵＰ・・受注トラン 

ＴＨＡＴＣＨＰ・・発注トラン 

ＴＳＩＩＲＥＰ・・仕入トラン 

ＴＵＲＩＡＧＰ・・売上トラン 

ＴＮＹＵＫＩＰ・・入金トラン 

ＴＳＩＨＡＲＰ・・支払トラン 

ＴＵＫＥＨＡＰ・・受払トラン 


